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本州と九州の架け橋、E2A 関門自動車道が全線開通して50周年を迎えます 

～ 壇之浦PA（下り線）で記念イベント開催 ～ 

 

 NEXCO西日本九州支社(福岡市博多区、支社長：加治 英希)は、2023年11月14日（火曜）にE2A 関門自

動車道が全線開通して50周年を迎えるにあたり、関門自動車道が果たしてきた役割を振り返り、整備効果とし

て取りまとめましたので、お知らせいたします。 

 また、同支社と西日本高速道路サービス・ホールディングス株式会社九州支社（福岡市博多区、支社長：平

賀 篤）で、全線開通50周年を記念したイベントを実施しますので、E2A 関門自動車道をご利用の皆様のご参

加をお待ちしております。 

 

1．全線開通50周年の振り返り（整備効果） 

 E2A 関門自動車道は、1958年の関門トンネル開通を皮切りにバイパス建設促進の機運が高まり、1968年に着

工した関門自動車道は、1973年に全線開通となりました。 

E2A 関門自動車道は、E2A中国自動車道やE3九州自動車道と一体となって、企業立地件数の増加や物流

の向上、観光動向の変化などの開通効果を生み出し、沿線地域の経済・暮らしを支えています。 

 

【開通効果概要】 

○交通動向の変化（交通量と地域間交流） 

   利用交通量は開通から 50 年間で約 4 倍に増加（1973 年比較） 

   大型車利用が多く、本州と九州を結ぶ貨物輸送を支援している 

○関門自動車道の整備による経済波及効果 

   関門自動車道の整備による経済波及効果は、50 年間で約 5.6 兆円  

○地域生産活動の変化と流通利便性の向上 

   山口県発福岡県着の自動車による工業品輸送量は、50 年で約 8.5 倍に増加（1970 年比較） 

九州発の自動車による農水産品輸送量は 50 年間で約 2.5 倍に増加（1970 年比較） 

○生活圏の拡大 

   福岡と本州・四国を結ぶ高速バス路線の利用者数は増加傾向にある 

   中でも下関から福岡を結ぶバスは多くの人に利用されている 

○地域観光の活性化 

   関門橋は山口県・福岡県を代表する観光資源の一つとなっている 

下関市への観光客数は増加傾向にあり、中でも約 5 割が九州から訪れている 

○海峡を越えた救急救命体制の拡大 

   救急救命の緊急時には、海峡を越えて患者を搬送するなど地域の医療を支えている 

 



2．記念イベントの開催 

 地域の皆さまへの感謝を込めて、2023年11月12日（日曜）に壇之浦PA（下り線）において、関門橋ライトアップ

点灯式や整備効果パネル展示などをはじめとした記念イベント※を実施します。 

 

日時 場所 内容 

2023年11月12日（日曜） 

10:30～18:30予定 

壇之浦PA（下り線） 

展望デッキ特設会場 

・関門橋ライトアップ点灯式、平家太鼓等の記念イベ

ント開催 

・整備効果パネルおよび関門メモリアルフォトコンテスト

入選作品の展示など 

※詳細は公式ホームページでお知らせします 

 

3．50周年記念グッズの配布 

 関門橋開通50周年のロゴマークを用いたミニトートバック、関門橋の50周年と箸をかけあわせたグッズなどを制

作しました。イベントで限定配布します。 

 

 

山口県下関市と福岡県北九州市をつなぐ関門橋と 

日本遺産構成文化財に、地域の皆さまへの感謝の 

気持ちを込めて５０周年を迎えたことを表現しました。 

ポスター、記念グッズ等のキャンペーン広報媒体で 

使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関門橋開通 50 周年ロゴマーク 

国産ひのき箸（名入れ）※イメージ ミニトートバック※イメージ 



ネットワーク整備の変遷
〜 関⾨海峡をひとまたぎ つながる九州と本州 〜
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〇関⾨海峡を結ぶ世界初の海底道路トンネルである関⾨トンネルが1958年（昭和33年）
 開通しましたが、交通量の増加に伴い、バイパス建設促進の機運が⾼まりました。
〇1968年（昭和43年）に着⼯した関⾨⾃動⾞道は、1973年（昭和48年）に開通しました。
〇2023年（令和5年）11⽉14⽇に関⾨⾃動⾞道は、開通から50周年を迎えます。

1973年 関⾨⾃動⾞道開通

写真︓NEXCO ⻄⽇本

1958年 関⾨トンネル開通

写真︓NEXCO ⻄⽇本

あゆみ月和暦⻄暦
関⾨鉄道トンネル開通8昭和191944
関⾨国道トンネル開通3昭和331958
若⼾⼤橋開通9昭和371962
北九州市が5市合併により政令市として発⾜2昭和381963
関⾨⾃動⾞道開通（めかりPA・壇之浦PA同時供用）11昭和481973
新関⾨トンネル開通により山陽新幹線が全線開通3昭和501975
宮崎⾃動⾞道全線開通（都城IC－宮崎IC間開通）10昭和561981
⼤分国際⾞いすマラソンがはじまる11昭和561981
中国⾃動⾞道全線開通（⿅野IC－千代⽥IC開通）3昭和581983

昭和63 3 九州⾃動⾞道（⼩倉東IC－⼋幡IC間開通）
福岡〜関⻄が⾼速道路で直結1988

第9回熱気球世界選手権が佐賀で開催11平成元1989
雲仙・普賢岳、200年ぶりに噴⽕11平成21990

7平成7 九州⾃動⾞道全線開通（⼈吉IC－えびのIC間開通）
⻘森〜⿅児島・宮崎間が⾼速道路で直結1995

⼤分⾃動⾞道全線開通（⼤分IC－⼤分⽶良IC間開通）11平成81996
山陽⾃動⾞道全線開通（三⽊⼩野IC－山陽姫路東IC開通）12平成91997
第9回世界水泳選手権⼤会が福岡で開催7平成132001
⻑崎⾃動⾞道全線開通（⻑崎多良⾒IC－⻑崎IC間開通）3平成162004
下関市が特例市に指定される2平成172005
福岡⻄⽅沖地震発⽣3平成172005
九州新幹線が全線開通3平成232011
東九州⾃動⾞道  北九州〜宮崎が開通4平成282016
熊本県でM7.3の⼤地震が発⽣4平成282016
九州北部豪⾬、福岡県、⼤分県で多⼤な被害7平成292017
関⾨⾃動⾞道開通50周年11令和52023

山

九
道

⾨司IC

下関IC

関⾨⾃動⾞道 延⻑9.4㎞
(内 関⾨橋 1.068㎞）

写真︓NEXCO⻄⽇本



交通動向の変化
〜 九州と本州を結ぶ 関⾨道 〜
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■関⾨道 ⾞両別⼀⽇平均通⾏台数

 ■⾼速道路ネットワークの変遷

〇関⾨道の利用交通量は開通から50年間で約4倍に増加しました。
〇関⾨道は⼤型⾞利用が多く、本州と九州を結ぶ貨物輸送を支援しています。
〇⾼速道路の整備が進み、関⾨道は国土軸として九州を支える主要な交通手段といえます。

⼤型⾞
混⼊率
15％

⼤型⾞
混⼊率
41％

①1973年
関⾨⾃動⾞道

開通

②1983年
中国⾃動⾞道

全線開通

③1988年
福岡〜関⻄が

直結

④1995年
九州⾃動⾞道

全線開通

⑤1997年
⼭陽⾃動⾞道

全線開通

⑥2016年
北九州〜宮崎が

直結
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総通⾏台数
4億7千万台
※2022年度末までの合計

関⾨トンネル
関⾨道⼩型⾞
関⾨道⼤型⾞

出典︓NEXCO ⻄⽇本

①1973年　関⾨⾃動⾞道開通

関⾨道

1963年以前供⽤
1964年〜1973年新規供⽤

②1983年　中国⾃動⾞道全線開通

中国⾃動⾞道
（⿅野IC－千代⽥IC）

1973年以前供⽤
1974年〜1983年新規供⽤

③1988年　福岡〜関⻄が直結

　九州⾃動⾞道
（⼩倉東IC－八幡IC）

1983年以前供⽤
1984年〜1988年新規供⽤

④1995年　九州⾃動⾞道全線開通

　九州⾃動⾞道
（人吉IC－えびのIC）

1988年以前供⽤
1989年〜1995年新規供⽤

⑤1997年　⼭陽⾃動⾞道全線開通

⼭陽⾃動⾞道

⼭陽⾃動⾞道
（三⽊⼩野IC－⼭陽姫路東IC）

1995年以前供⽤
1996年〜1997年新規供⽤

⑥2016年　東九州⾃動⾞道
（北九州〜宮崎）開通

1997年以前供⽤
1998年〜2016年新規供⽤

　東九州⾃動⾞道
（椎⽥南IC－豊前IC）

出典︓NEXCO ⻄⽇本調べ



企業⽴地の促進
〜 九州の産業を⽀える関⾨道 〜
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〇関⾨道の整備による経済波及効果は、50年間で約5.6兆円になります。
〇関⾨道の開通により九州と本州を⾏きかう⾃動⾞による貨物流動量が約5倍に増加しました。
〇九州と本州の貨物輸送が鉄道から⾃動⾞（トラック）にシフトしました。
〇九州7県の製造品出荷額は50年で約3倍に増加しました。

■関⾨道整備による経済波及効果

■⾼速道路網を⽣かした貨物の動き

累計約5.6兆円累計約5.6兆円

0.0

2.0

4.0

6.0
(兆円) 関⾨⾃動⾞道の経済波及効果

(年)

⾷料品, 11.8%

観光, 11.6%

輸送⽤機械, 6.1%

一般機械器具, 5.0%
電子・電気機械, 4.7%

鉄鋼・⾮鉄⾦属, 
3.3%

農林⽔産業, 3.2%
建設業・その他製造業,

10.5%

その他サービス業,
43.7%

製品の製造に必要な電⼒
・ガス・水道など、製品の
⽣産増に伴い、間接的に
波及している効果。

製品の製造に必要な電⼒
・ガス・水道など、製品の
⽣産増に伴い、間接的に
波及している効果。

GRP
（地域内総生産）

の変化

約1,440億円/年

【関⾨道整備による業種ごとの経済波及効果】
（2019年の社会経済状況より算出）

【関⾨道整備による経済波及効果が高い地域の分布】

分析対象路線

高速道路

市町村境界

凡例

GRP変化量
（億円/年）

凡例
〜1
1〜10
10〜30
30〜100
100〜

山口県下関市
約37億円/年

福岡県福岡市

約195億円/年

福岡県北九州市

約194億円/年

分析対象路線

※図⾯に表⽰しているネットワークは国⼟数値情報⾼速道路時系列データ（2020年12⽉31⽇時点）。
※SCGE（空間的応⽤一般均衡）モデルにより、2019年の社会経済状況を基準に関⾨⾃動⾞道あり/なしの場合の社会経済状況を
　 推計し、GRPの差を経済波及効果として計測。ただし、建設業、その他サービス業については、道路整備による輸送費の削減に伴う
　 生産増加は無いものとし、製造業等の生産が増えることによって間接的に生産が増える現象のみを対象としている。

過去 5 年間における関⾨橋の通⾏⽌めは約 2 回 / 年。
仮に通⾏⽌めとなった場合、 1 ⽇当たりの経済損失額は約 4 億円と推定される。

※2019 年の社会経済状況より算出

※

1,007

5,458
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0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%
100%

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

1970 1980 1990 2000 2010 2019

（万t）

（年）

⾃動⾞による貨物輸送量
陸上輸送に占める⾃動⾞輸送の割合
陸上輸送に占める鉄道輸送の割合 ⾃動⾞輸送が

約9割を占める

⾃動⾞による貨物流動量の推移（九州7県発着⇔本州）
⼤型タンカーの
積載量180隻分
⼤型タンカーの
積載量180隻分

1973年
関⾨道開通

1988年
福岡〜関⻄が直結

1995年
九州⾃動⾞道全線開通 出典︓貨物地域流動調査
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（年）

製造品出荷額
（九州7県発⇒全国）

⿅児島県 宮崎県
⼤分県 熊本県
⻑崎県 佐賀県
福岡県

1973年
関⾨道開通

1983年
中国⾃動⾞道

全線開通

1988年
福岡〜関⻄が直結

1995年
九州⾃動⾞道全線開通

1997年
山陽⾃動⾞道全線開通

2016年
北九州〜宮崎が直結

出典︓⼯業統計調査



地域⽣産活動の変化と流通利便性の向上
〜 関⾨海峡でつながるサプライチェーン 〜
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〇福岡県は⾃動⾞組⽴⼯場が⽴地する⾃動⾞産業の⼀⼤拠点となっています。
〇山⼝県発福岡県着の⾃動⾞による⼯業品輸送量は、50年で約8.5倍に増加しました。
〇関⾨⾃動⾞道がサプライチェーンの⼀翼を担うことにより、山⼝県・福岡県の製造業の
 発展に⼤きく貢献しています。

■⾃動⾞による⼯業品輸送量は年々増加

■九州・⼭⼝の主な⾃動⾞⼯場及び主要サプライヤー

■関⾨道を利⽤する部品輸送の動き

【⾃動⾞会社コメント】
 山⼝県内のサプライヤーから九州の⼯場
への輸送手段は、ほとんどが⾃動⾞によるも
のです。そのうち8割は関⾨道を利用してい
ます。
        関⾨トンネルと比較して
        関⾨道は、渋滞が少なく
         時間が読みやすいので、
         ⽣産量調整のために臨時
        輸送を⾏う時は、特に 
        関⾨道を利用する機会が
        多くなっています。

北九州都市高速

中国⾃動⾞道

関⾨道利⽤関⾨道利⽤

九州⾃動⾞道

東九州⾃動⾞道

北九州JCT

8:49 苅⽥北九州空港IC

8:23 下関IC

8:05 出発 ⾃動⾞部品
　　　　　　　   製造企業

9:00 主要⾃動⾞メーカー

9時着を仮定した場合の輸送時間例時着を仮定した場合の輸送時間例

資料︓ETC2.0プローブデータ（2021年）

⾃動⾞メーカー
主要サプライヤー

出典︓図説九州経済

写真提供︓⽇産⾃動⾞九州株式会社
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⼭⼝県九州

⾃動⾞による⼯業品輸送量の推移（山⼝県発 福岡県着）

1973年
関⾨道開通

出典︓貨物地域流動調査

509 万t
21%

21%

11%
11%

36%

⾃動⾞で福岡着の
⼯業品輸送量
（2019年）

山口

佐賀

⼤分
熊本

その他

山口発が
２割を占める

【⾃治体コメント】
 山⼝県は⾼速道路
での九州への交通が
便利です。本県に進出いただいた企業
の中には、関⾨道を含む⾼速道路網の
⾼い物流効率を背景に進出を決定した
とのお声もいただいています。
山⼝県 産業労働部 企業⽴地推進課



地域⽣産活動の変化と流通利便性の向上
〜 九州の農産物が海を渡る 〜
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〇関⾨道の整備により、鮮度を保ったまま遠⽅への輸送が可能となり、九州発の⾃動⾞に
 よる農水産品輸送量は50年間で約2.5倍に増加しました。
〇九州4県のいちごは全国シェアの1割から3割へ約3倍に拡大しました。
〇九州4県で⽣産されるいちごの卸売数量は、大阪市場において大幅に増加しました。

■⾃動⾞で運ばれる農⽔産物の出荷先

■いちごの都道府県別出荷量

東北, 2%
関東, 10%

中部, 2%

中国, 31%

四国, 8%

東北, 1%
関東, 9%

中部, 7%

近畿
163,183t 

22%
中国, 46%

四国, 15% 近畿地方への
輸送割合

約2.1倍

約2.5倍
輸送量

近畿
887,170t

47%

約188万t
2019年

約76万t
1970年

九州発 出荷先地域別の農⽔産品輸送量（⾃動⾞輸送）

出典︓貨物地域流動調査

四国地⽅

九州地⽅

中国地⽅

中部地⽅

現在7時間

過去7時間

現在
関⾨道開通前

約7時間で到達できる場所

（2015年道路交通センサスより、
　現在と関⾨⾃動⾞道開通前の道路条件で算出）

 【JAコメント】
 関⾨道を利用することにより、
速達性・定時制が⾼くなることで
佐賀県産の新鮮ないちごを遠⽅の
関東・関⻄地⽅の消費地にお届け
ができるようになりました。
        JAさが園芸部

写真提供︓ JA全農ふくれん園芸部写真提供︓ JAさが園芸部

栃⽊ 20,637

埼玉 15,591

奈良 14,635

静岡 12,269

福岡
9,996愛知岐阜

兵庫群馬

香川

その他

1973年
九州４県の全国シェア9%

出荷量
170,564(t) 136,386(t)

出荷量

栃⽊ 23,900

福岡
15,900

熊本
11,800

⻑崎 10,700静岡愛知

茨城

佐賀
7,550

千葉

宮城

その他

2019年
九州４県の全国シェア34%約3倍

出典︓作物統計調査

62

9,574

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

1970 1975 1984 2021

（ｔ）

（年）

福岡産
熊本産
⻑崎産
佐賀産

増加

大阪市場における
九州産いちごの卸売数量

出典︓⻘果物卸売市場調査（⼤阪市中央卸売市場）



所要時間の変化
〜 ⽣活圏の拡大 〜

6

〇福岡と本州・四国を結ぶ⾼速バス路線の利用者数は増加傾向にあります。
〇中でも下関から福岡を結ぶバスは多くの⼈に利用されています。
〇下関市は他市町村へ通勤・通学する⼈の約4割が北九州市へ通勤しており、関⾨道は
 関⾨トンネルと⼀体で⽣活圏の拡⼤に貢献しています。

■人々の⽣活で活躍する⾼速バス

■下関市から北九州市へ通勤・通学

0

20

40

60

80

100

（万人）

（年）

高速バスの輸送人員の推移
（福岡県〜本州・四国）

2016年
北九州〜宮崎が直結1997年

山陽⾃動⾞道全線開通

0

5

10

15

20

25

（万人）

（年）

高速バスの輸送人員の推移
（下関〜福岡）

2016年
北九州〜宮崎が直結1997年

山陽⾃動⾞道全線開通

出典︓九州運輸局

【バス会社コメント】
 関⾨道の開通により、運⾏効率
の向上を図ることができ、現在ま
で九州と本州を結ぶ路線を運⾏す
ることができております。
 また、本州の魅⼒あふれる町を
観光していただくため、2022年に
は福岡と山⼝県⻑⾨市を結ぶ⾼速
バス路線を新設しました。

写真提供︓山⼝県観光連盟

⻑⾨市・元乃隅神社

北九州市
5,713人

43%

福岡県（北九州市以外）
953人 7%

その他市区町村
6,668人

50%

北九州市
福岡県（北九州市以外
その他

下関市外の従業地・通学地

13,334人
12%

102,108人
88%

他市町村で従業・通学
市内で従業・通学

下関市住⺠の従業地・通学地別
通勤者・通学者数

⾃家⽤⾞
3,060人

57%

公共交通機関
2,293人

43%

交通機関別就業者・通学者数
（下関市から北九州市）

⾃家⽤⾞
公共交通機関 出典︓国勢調査（2020年）

八幡IC
北九州JCT

下関IC

博多駅
天神駅 福岡IC

下関駅

⼩倉駅

福岡-下関間の高速バスルート
（天神-下関間）

在来線
所要時間約2時間10分

料⾦1,710円
乗り継ぎ２回

高速バス
所要時間約１時間40分

料⾦1,700円
乗り継ぎなし

出典︓JTB時刻表

バスルート
⾼速道路
鉄道



地域観光の活性化
〜 関⾨地域における地域観光の活性化 〜

7

〇関⾨橋は山⼝・福岡県を代表する観光資源の⼀つとなっています。
〇下関市への観光客数は増加傾向にあり、中でも約5割が九州から訪れています。
〇北九州市へはコロナ禍前までの10年で外国人の観光客数が急増しています。

■関⾨地域における観光客数が増加

■下関市と北九州市の主な観光名所

0

50

100

150

200

250

300

1985 1995 2005 2015 2020

（万人）

（年）

関東
中部
近畿
中国
四国
九州・沖縄

1995年
九州⾃動⾞道

全線開通
2016年

北九州〜宮崎が
直結

1997年
山陽⾃動⾞道全線開通

1988年
福岡〜関⻄が

直結

1983年
中国⾃動⾞道
全線開通

下関市を訪れる地方別県外観光客数の推移

出典︓⼭⼝県統計年鑑

0
10
20
30
40
50
60
70
80

2009 2010 2011 20122013 2014 20152016 20172018 2019 20202021

（万人）

（年）

増加

北九州市外国人観光客数

出典︓北九州市観光動態調査

  【⾃治体コメント】
 関⾨橋は、本州と九州を結ぶ交通の重要な結節点で
あるだけでなく、関⾨橋の美しい景観を楽しむ観光名所
としても、地域の観光産業に貢献しています。
       山⼝県観光スポーツ文化部
       観光プロモーション推進室 

⾼速⾃動⾞道
写真提供︓⼭⼝県観光連盟（巌流島・海響館）
      　　　　 北九州市情報発信強化委員会
　　　　　　（関⾨海峡ミュージアム・九州鉄道記念館）

関⾨橋

巌流島 海響館

九州鉄道記念館関⾨海峡ミュージアム関⾨海峡ミュージアム

めかりPA (関⾨道上り) 壇之浦PA (関⾨道下り)資料提供:⻄鉄旅⾏株式会社

 【旅⾏会社コメント】
めかりPAは福岡発ツアーの最初

の休憩地としてよく利用させて
頂いております。景⾊が良いの
で撮影スポットとしてお客様に
ご満⾜いただいております。

北九州市

下関市

写真︓NEXCO⻄⽇本

写真︓NEXCO⻄⽇本

火の⼭展望台
赤間神宮

唐⼾市場

⾨司港レトロ
⾨司港駅

城下町⻑府

部埼灯台

⼩倉城

旦過市場
TOTOミュージアム

松本清張
記念館

森鴎外旧居

住吉神社



救急救命時における関⾨道の貢献
〜 海峡を越えた救急救命体制の拡大 〜

8

〇救急救命の緊急時には、海峡を越えて患者を搬送するなど、関⾨道は関⾨トンネルと
 ⼀体で地域の医療を支えています。
〇下関市から北九州市の⾼度医療機関（⼩倉記念病院）へ搬送する場合、関⾨道を
 利用することにより搬送時間が短縮され、救急救命活動に貢献しています。

■下関と北九州の救命体制の⼀体化

■救急救命を⽀える⾼速道路

第⼆次医療・第三次医療病院数

二次救急
医療病院

三次救急
医療病院

下関市
北九州市

4 1
21 2

出典︓第7次⼭⼝県保健医療計画2018
　　　 　福岡県保健医療計画2022 

 【消防コメント】
 下関在住の⽅で、北九州
の病院を「かかりつけ医」
としている⽅もおり、救急
搬送時にもかかりつけ医の
病院へ搬送を⾏うこともあ
ります。
     下関市消防局

第⼆次救急医療体制の病院
第三次救急医療体制の病院

関門自動車道

下関市役所から⼩倉記念病院の所要時間⽐較
（昼間12時間）

29分関⾨道・都市高速道路経由

35分関⾨トンネル・一般道経由

6分短縮
死亡率約50％

出典︓道路交通センサス（2015年）より算出

カーラーの救命曲線

出典︓総務省消防庁

関⾨トンネル・一般道経由のルート

【海峡を越えた搬送事例】

関⾨道・都市⾼速道路経由のルート

関門自動車道

下関市役所

小倉記念病院

【消防コメント】
 下関市と北九州市は「消防
相互応援協定書」を締結して
おり、災害などの有事に備え
ています。
 災害の現場に⼀刻も早く駆
け付けるために、関⾨道はなく
てはならない道路です。
      下関市消防局


